
考
古
学
者
ジ
ャ
コ
モ
・
ボ
ー
ニ
と
大
正
期
の
日
伊
交
流

八
一

は
じ
め
に

一
八
七
一
年
に
ロ
ー
マ
が
首
都
と
な
っ
て
以
降
、
イ
タ
リ
ア
王
国

は
「
イ
タ
リ
ア
」
の
ル
ー
ツ
と
し
て
の
古
代
ロ
ー
マ
を
可
視
化
す
る

意
図
を
持
ち
な
が
ら
積
極
的
に
遺
跡
の
発
掘
を
行
っ
た（

（
（

。
堆
積
物
に

埋
も
れ
て
い
た
遺
跡
が
徐
々
に
姿
を
現
し
て
い
く
中
で
、
一
八
九
八

年
か
ら
一
九
一
五
年
に
か
け
て
古
代
ロ
ー
マ
の
政
治
の
中
心
で
あ
っ

た
フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
や
皇
帝
の
宮
殿
が
立
ち
並
ん
で
い
た
パ
ラ

テ
ィ
ー
ノ
丘
の
調
査
を
指
揮
す
る
な
ど
、
重
要
な
遺
跡
で
発
掘
主
任

を
務
め
た
の
が
、
考
古
学
者
の
ジ
ャ
コ
モ
・
ボ
ー
ニ
で
あ
る
。
彼
は

こ
れ
ら
の
発
掘
で
ラ
ピ
ス
・
ニ
ゲ
ル
な
ど
重
要
な
遺
物
を
発
見
し
た

だ
け
で
な
く
、
発
掘
に
層
位
学
の
手
法
や
写
真
技
術
を
用
い
た
こ
と

で
も
名
声
を
博
し
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
等
か
ら
名
誉
博
士
号

を
授
与
さ
れ
る
な
ど
国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た（

（
（

。
一
九
二

三
年
に
彼
は
上
院
議
員
に
も
選
出
さ
れ
る
が
、
晩
年
に
は
フ
ァ
シ
ス

ト
党
へ
接
近
し
、
党
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
用
い
ら
れ
た
フ
ァ
ス
ケ
ー

ス
の
デ
ザ
イ
ン
監
修
や
文
化
活
動
に
携
わ
っ
て
も
い
る（

（
（

。
ボ
ー
ニ
の

墓
は
現
在
も
パ
ラ
テ
ィ
ー
ノ
丘
に
あ
る
が
、
こ
の
墓
が
ダ
ン
ヌ
ン

ツ
ィ
オ
と
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
提
案
に
よ
っ
て
遺
跡
の
一
角
に
設
け
ら

れ
、
後
に
ベ
ネ
デ
ッ
ト
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
が
彼
を
「
魔
術
師
や
預
言
者

の
よ
う
な
人
」
と
評
し
た
こ
と
も
、
当
時
の
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る

ボ
ー
ニ
の
存
在
の
大
き
さ
を
よ
く
示
し
て
い
る（

（
（

。
し
か
し
第
二
次
大

戦
以
降
、
ボ
ー
ニ
は
そ
の
知
名
度
の
一
方
で
研
究
の
対
象
と
は
な
ら

な
い
状
況
が
続
い
て
き
た
。
こ
れ
は
彼
が
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
に
心
酔
し

て
い
た
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
の
考
古
学
専
攻
出
身
で
は
な
い

経
歴
や
発
掘
方
針
の
違
い
な
ど
に
よ
り
、
ラ
ン
チ
ャ
ー
ニ
な
ど
の
イ

考
古
学
者
ジ
ャ
コ
モ
・
ボ
ー
ニ
と
大
正
期
の
日
伊
交
流

福
山
佑
子
、
ミ
リ
ア
ム
・
ピ
ル
ッ
テ
ィ
・
ナ
ー
メ
ル（

（
（
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八
二

タ
リ
ア
人
考
古
学
者
か
ら
反
感
を
抱
か
れ
て
い
た
こ
と
も
大
い
に
影

響
し
て
い
る（

（
（

。
し
か
し
、
近
年
で
は
彼
が
残
し
た
発
掘
記
録
の
調
査

を
中
心
に
多
数
の
研
究
が
行
わ
れ
、
ボ
ー
ニ
の
再
評
価
が
進
み
つ
つ

あ
る（

（
（

。
そ
し
て
、
研
究
や
発
掘
成
果
だ
け
で
な
く
、
彼
個
人
に
つ
い

て
の
研
究
も
行
わ
れ
る
中
で
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
が
、
こ
の
著

名
な
考
古
学
者
と
日
本
と
の
繋
が
り
で
あ
る
。

ボ
ー
ニ
が
活
躍
し
た
明
治
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
日
伊
交
流

は
、
二
〇
一
七
年
に
明
治
期
の
日
本
人
留
学
生
を
取
り
上
げ
た
著
作

が
刊
行
さ
れ
る
な
ど
、
外
交
面
だ
け
で
な
く
民
間
レ
ベ
ル
の
交
流
に

つ
い
て
も
研
究
関
心
が
向
け
ら
れ
始
め
て
い
る（

（
（

。
ま
た
、
ボ
ー
ニ
研

究
が
イ
タ
リ
ア
で
進
展
す
る
過
程
で
は
、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
研
究
所

附
属
文
書
館
や
彼
の
遺
族
の
手
元
に
ボ
ー
ニ
と
日
本
の
繋
が
り
を
示

す
新
史
料
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
日
本
側
に
も
、
ボ
ー
ニ
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
史
料
が
複

数
存
在
す
る
こ
と
が
本
研
究
の
過
程
で
判
明
し
た（

（
（

。
こ
れ
ま
で
ボ
ー

ニ
と
日
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
二
年
に
彼
に
遺
贈
さ
れ
た

資
料
を
元
に
ボ
ー
ニ
の
助
手
で
あ
っ
た
テ
ア
が
執
筆
し
た
『
伝
記
』

が
主
な
情
報
源
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
彼
と
日
本
の
関
係
を
示

す
箇
所
が
複
数
存
在
す
る（

（1
（

。
こ
の
『
伝
記
』
の
記
述
を
元
に
、
二
〇

〇
八
年
に
は
チ
ャ
ッ
パ
ロ
ー
ニ
・
ラ
・
ロ
ッ
カ
が
ボ
ー
ニ
と
日
本
の

関
係
を
扱
っ
た
論
文
を
刊
行
し
て
い
る（

（1
（

。
彼
女
の
研
究
は
ボ
ー
ニ
が

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
い
た
頃
に
長
沼
守
敬
と
辰
野
金
吾
と
知
り
合
っ
た

こ
と
や
、
後
に
田
中
松
太
郎
を
下
宿
さ
せ
て
彼
か
ら
東
洋
の
哲
学
に

つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
が
、『
伝
記
』
以
外
の
史
料

を
そ
れ
ほ
ど
用
い
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ボ
ー
ニ
と
日
本
の
関
係

に
つ
い
て
の
研
究
の
余
地
は
大
い
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
イ
タ
リ
ア
側
の
ボ
ー
ニ
関
連
史
料
と
ボ
ー
ニ
の
著
作
、
及
び

こ
れ
ま
で
調
査
が
さ
れ
て
い
な
い
日
本
側
の
史
料
を
用
い
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ボ
ー
ニ
と
日
本
の
繋
が
り
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
、
彼
が
日
伊
交
流
に
果
た
し
た
役
割
の
再
構
成
を

試
み
て
み
た
い
。

ボ
ー
ニ
は
一
八
五
九
年
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
生
ま
れ
、
一
九
二

五
年
に
ロ
ー
マ
で
死
去
す
る
が
、
彼
が
生
き
た
時
代
は
日
伊
交
流

が
進
展
し
た
時
期
と
重
な
る
。
一
八
六
六
年
に
日
伊
修
好
通
商
条

約
が
結
ば
れ
て
国
交
が
開
い
た
の
に
続
き
、
一
八
七
三
年
か
ら
は
井

尻
儀
三
郎
を
皮
切
り
に
イ
タ
リ
ア
へ
留
学
す
る
日
本
人
が
現
れ
、
同

じ
年
に
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
商
業
高
等
学
校
に
日
本
語
コ
ー
ス
が
開
設

さ
れ
る（

（1
（

。
一
方
、
ボ
ー
ニ
の
晩
年
に
あ
た
る
一
九
二
〇
年
代
に
は
多

数
の
日
本
人
が
イ
タ
リ
ア
を
訪
れ
、
イ
タ
リ
ア
国
内
に
お
け
る
日
本

へ
の
関
心
も
高
ま
り
、
日
伊
の
関
係
は
緊
密
な
も
の
と
な
っ
て
い

く
。
こ
の
変
化
を
ボ
ー
ニ
は
単
に
イ
タ
リ
ア
側
か
ら
目
撃
す
る
の
み

な
ら
ず
、
当
時
の
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
名
士
の
一
人
と
し
て
、
自
ら

も
そ
の
歯
車
の
一
部
と
な
り
な
が
ら
経
験
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
本

稿
で
は
、
単
な
る
一
考
古
学
者
と
日
本
の
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
大



考
古
学
者
ジ
ャ
コ
モ
・
ボ
ー
ニ
と
大
正
期
の
日
伊
交
流

八
三

正
期
の
日
伊
交
流
の
変
化
の
過
程
も
、
自
ず
と
立
ち
現
れ
て
く
る
だ 

ろ
う
。一　

ボ
ー
ニ
と
日
本
人
留
学
生
の
交
流

ボ
ー
ニ
と
日
本
の
繋
が
り
は
、
彼
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
過
ご
し
た

学
生
時
代
に
長
沼
守
敬
と
知
り
合
っ
た
こ
と
に
遡
る
。
こ
の
こ
と
は

先
行
研
究
で
も
既
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
情
報
源
で
あ
る
『
伝

記
』
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

一
八
八
一
年
、
フ
ェ
ッ
ラ
ー
リ
と
ダ
ル
・
ツ
ォ
ッ
ト
の
下
で

彫
刻
を
学
ぶ
た
め
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
美
術
学
院
へ
入
学
し
た
人

物
が
い
た
。
東
京
出
身
の
若
き
日
本
人
、
長
沼
守
敬
で
あ
る
。

そ
の
頃
、
ボ
ー
ニ
は
建
築
コ
ー
ス
の
最
終
学
年
に
在
籍
し
て
い

た
。
彼
ら
は
す
ぐ
に
友
情
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、
長
沼
の
服
装

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
ボ
ー
ニ
は
養
蚕
や
異
国
の
教
育
に
関
心

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
互
い
に
助
け
合
い
、
意
見
を
交
換
し

合
う
中
で
、
ボ
ー
ニ
の
弟
の
エ
ル
モ
ラ
オ
も
彼
ら
の
関
係
に
加

わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
後
に
エ
ル
モ
ラ
オ
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
商

業
高
等
学
校
で
日
本
語
の
授
業
を
履
修
し
、
未
刊
で
は
あ
る
が

辞
書
も
編
纂
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
ボ
ー
ニ
は
多
く
の
仕
事
を

抱
え
て
お
り
、
彼
自
身
は
ひ
ら
が
な
以
降
ま
で
学
ぶ
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た（

（1
（

。

一
八
五
九
年
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
生
ま
れ
た
ボ
ー
ニ
は
、
一
九
歳
の

時
に
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ド
ゥ
カ
ー
レ
の
修
復
工
事
に
携
わ
っ
た
後
、
八

〇
年
か
ら
八
四
年
に
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
王
立
美
術
学
院
で
建
築
を
学

ぶ
（
（1
（

。
こ
の
時
、
ボ
ー
ニ
と
同
時
期
に
在
学
し
て
い
た
の
が
彫
刻
家
の

長
沼
守
敬
で
あ
っ
た
。
日
本
語
教
師
の
職
を
志
し
て
イ
タ
リ
ア
へ

渡
っ
た
長
沼
は
、
八
一
年
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
へ
到
着
し
、
八
七
年
に

帰
国
す
る
ま
で
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
高
等
商
業
学
校
で
日
本
語
教
師
を
務

め
る
。
こ
の
仕
事
が
週
三
回
の
夜
学
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

長
沼
は
八
二
年
一
月
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
王
立
美
術
学
院
へ
入
学
し
、

彫
刻
を
学
び
始
め
る（

（1
（

。
専
攻
は
異
な
る
も
の
の
、
同
じ
美
術
学
院
で

学
ぶ
中
で
ボ
ー
ニ
は
長
沼
と
知
り
合
い
、
彼
の
弟
も
高
等
商
業
学
校

で
長
沼
か
ら
日
本
語
を
学
ぶ
な
ど
、
家
族
ぐ
る
み
の
交
際
を
し
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る（

（1
（

。

こ
の
『
伝
記
』
の
情
報
は
あ
る
も
の
の
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
時
代
の

ボ
ー
ニ
と
日
本
の
関
係
の
詳
細
は
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
日
本
側

の
史
料
に
は
日
本
人
と
の
繋
が
り
を
示
す
記
録
が
他
に
も
複
数
残
さ

れ
て
い
る
。
ま
ず
、
萬
鉄
五
郎
記
念
美
術
館
所
蔵
の
辰
野
か
ら
長
沼

に
宛
て
た
手
紙
で
は
、
長
沼
が
八
二
年
に
辰
野
を
ボ
ー
ニ
に
紹
介
し

た
こ
と
が
判
明
す
る
。
辰
野
か
ら
長
沼
に
宛
て
た
手
紙
は
複
数
残
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
の
八
三
年
一
月
三
日
付
の
手
紙
で
は
、
辰
野
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八
四

が
長
沼
に
女
遊
び
を
薦
め
る
内
容
の
脇
に
、
追
伸
と
し
て
「
ボ
ー

ニ
ー
兄
弟
え
宜
不
日
一
筆
可
呈
被
存
候
」
と
い
う
一
文
が
記
さ
れ
て

い
る（

（1
（

。
こ
こ
か
ら
は
八
二
年
一
〇
月
三
〇
日
か
ら
一
二
月
二
〇
日
頃

ま
で
の
二
ヶ
月
弱
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
滞
在
中
に
、
辰
野
は
ボ
ー
ニ
と

弟
の
エ
ル
モ
ラ
オ
と
以
降
も
連
絡
を
要
す
る
ほ
ど
親
し
く
交
際
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
八
〇
年
か
ら
八
七
年
に
ロ
ー
マ
へ
留
学
し
王
立
美
術
学
院

で
絵
画
を
学
ん
だ
松
岡
壽
は
、
親
友
で
あ
っ
た
長
沼
の
い
る
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
に
八
三
年
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
滞
在
す
る
が
、
彼
の
八

月
四
日
の
日
記
に
は
、「Boni, Lanzani 
長
沼
と
、
夜
カ
フ
エ
ー
に

行
き
雑
談
す
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
彼
も
ボ
ー
ニ
と
会
っ
て
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
る（

（1
（

。
約
二
ヶ
月
に
渡
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
滞
在
中
、
美

術
学
院
で
の
長
沼
の
褒
章
授
与
式
で
ダ
・
モ
リ
ン
と
エ
ド
ア
ル
ド
と

知
り
合
っ
た
以
外
に
は
松
岡
が
イ
タ
リ
ア
人
と
知
り
合
っ
た
記
録
は

な
い
。
こ
の
限
ら
れ
た
機
会
の
中
で
彼
が
ボ
ー
ニ
と
出
か
け
て
い
る

こ
と
は
、
留
学
中
の
長
沼
が
ボ
ー
ニ
と
特
に
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

更
に
、
長
沼
の
留
学
中
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ
た
妻
木
頼
黄
も

『
伝
記
』
に
登
場
す
る
。
ボ
ー
ニ
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル

コ
広
場
鐘
楼
の
発
掘
や
倒
壊
後
の
再
建
工
事
に
関
与
す
る
が
、
こ
の

鐘
楼
の
鎹
を
建
築
家
の
妻
木
に
見
せ
た
所
、
彼
が
芝
の
増
上
寺
の
基

壇
に
似
た
も
の
が
あ
る
と
発
言
し
た
と
の
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

妻
木
は
一
八
八
六
―
九
年
に
ベ
ル
リ
ン
に
留
学
し
て
以
降
は
渡
欧
し

て
お
ら
ず
、
長
沼
の
滞
在
期
間
を
考
え
る
と
、
お
そ
ら
く
八
六
―
七

年
頃
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ
、
ボ
ー
ニ
と
話
す
機
会
を
得
た
可
能

性
が
高
い
。

こ
の
よ
う
に
、
ボ
ー
ニ
は
八
二
年
か
ら
八
七
年
に
か
け
て
日
本
人

と
知
り
合
う
機
会
を
度
々
得
て
い
た
。
彼
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
留
学
中

の
長
沼
を
介
し
て
、
辰
野
、
松
岡
、
妻
木
と
交
流
す
る
が
、
そ
も
そ

も
長
沼
と
の
長
期
に
わ
た
る
交
友
も
含
め
、
当
時
の
イ
タ
リ
ア
に
お

い
て
日
本
人
と
知
り
合
う
機
会
が
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
特
に
日
本
関
連
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
人
物

と
し
て
は
稀
有
な
経
験
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
松
岡
は
自
ら
の
留
学

時
代
を
回
想
し
た
際
、
当
時
の
イ
タ
リ
ア
の
日
本
人
在
留
者
は
ロ
ー

マ
の
公
使
館
員
と
自
身
に
加
え
、
ト
リ
ノ
の
種
紙
商
人
三
名
と
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
の
長
沼
し
か
お
ら
ず
、
日
本
人
は
珍
し
い
存
在
だ
っ
た
と

述
べ
て
い
る（

（2
（

。
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
な
ど
を
通
じ
て
日
本
に
つ
い
て
の
知

識
は
イ
タ
リ
ア
で
も
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
人
的
交
流
の
機
会
は

依
然
と
し
て
限
ら
れ
て
い
た
。
住
ん
で
い
た
の
が
商
業
高
等
学
校
に

日
本
語
コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
あ
り
、
当
時

イ
タ
リ
ア
で
学
ん
で
い
た
数
少
な
い
日
本
人
留
学
生
と
同
じ
学
校
で

学
び
、
知
り
合
う
と
い
う
、
様
々
な
偶
然
の
産
物
と
し
て
、
ボ
ー
ニ

は
日
伊
交
流
の
黎
明
期
に
日
本
人
と
継
続
的
な
交
友
を
結
ぶ
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
経
験
は
、
後
に
著
名
な
考
古
学
者
と
な
る
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ボ
ー
ニ
の
日
本
へ
の
関
心
の
基
礎
を
形
作
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。

二　

ボ
ー
ニ
と
田
中
松
太
郎

一
八
八
七
年
の
長
沼
の
帰
国
と
前
後
す
る
よ
う
に
、
ボ
ー
ニ
は
八

八
年
に
文
化
財
調
査
官
に
任
命
さ
れ
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
離
れ
、
南

イ
タ
リ
ア
で
の
調
査
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
。
更
に
九
二
年
か
ら

ロ
ー
マ
で
遺
跡
や
文
化
財
の
調
査
に
携
わ
り
、
九
八
年
に
は
フ
ォ

ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
の
発
掘
主
任
と
い
う
大
役
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た（

（2
（

。

こ
の
よ
う
に
ボ
ー
ニ
の
立
場
は
変
化
し
た
も
の
の
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

さ
れ
て
い
た（

（2
（

。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
イ
タ
リ
ア
へ
渡
航
し
た
日
本

人
の
記
録
か
ら
は
、
彼
が
一
八
九
七
年
か
ら
ロ
ー
マ
に
留
学
し
た
田

中
松
太
郎
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
田
中
美
代

治
に
写
真
術
を
学
ん
だ
後
、
九
七
年
に
牧
野
伸
顕
の
イ
タ
リ
ア
公
使

赴
任
に
随
行
し
ロ
ー
マ
へ
渡
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
〇
〇
年
の
パ
リ

万
博
で
事
務
局
員
を
勤
め
た
後
、
翌
年
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
の
写
真
製
版

教
習
所
で
三
色
版
印
刷
術
を
習
得
し
て
い
る
。
〇
四
年
の
帰
国
後
は

東
京
印
刷
等
で
働
き
、
一
五
年
に
半
七
製
版
所
（
現
半
七
写
真
印

刷
）
を
創
業
し
た
「
美
術
印
刷
の
父
」
と
も
称
さ
れ
る
人
物
で
あ

る
（
（2
（

。
た
だ
し
、
彼
の
ウ
ィ
ー
ン
滞
在
に
つ
い
て
は
帰
国
後
に
語
っ
た

図 1　フォロ・ ロマーノのマクセン
ティウスのバシリカの前で弓を引く 
田中松太郎（ボーニ旧蔵）
Tea, Giacomo Boni, vol. 1, Tav. XVIIIより

で
育
ま
れ
た
日
本
と
の
関
係
が
途
切
れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
ボ
ー
ニ
が
重
要
な
遺
跡
を
任
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
ま
さ
に
こ
の
時
期
に
、Tanaka M

azutaro
と
い

う
日
本
人
が
彼
の
家
に
滞
在
し
て
い
る
。

ボ
ー
ニ
は
こ
の
田
中
か
ら
東
洋
の
思
想
を
学
ん
だ
と
さ

れ
、『
伝
記
』
に
は
フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
の
マ
ク
セ
ン
テ
ィ

ウ
ス
の
バ
シ
リ
カ
の
前
で
田
中
が
弓
を
引
く
印
象
的
な
写
真

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。（
図
1
）『
伝
記
』
と
先
行
研
究
に
お

い
て
「
哲
学
者
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の

人
物
の
詳
細
は
ロ
ー
マ
で
拠
り
所
が
な
く
困
窮
し
て
い
た
た

め
に
長
沼
を
介
し
て
ボ
ー
ニ
が
引
き
取
っ
た
と
い
う
情
報
し

か
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
先
行
研
究
で
も
そ
の
正
体
は
不
明
と
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記
録
が
あ
る
も
の
の
、
ロ
ー
マ
滞
在
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
不
明
な
状
況

に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
研
究
所
附
属
文
書
館
に
は

二
五
年
の
ボ
ー
ニ
の
死
後
に
田
中
が
送
っ
た
追
悼
の
手
紙
が
残
さ
れ

て
お
り
、
彼
の
ロ
ー
マ
留
学
の
様
子
と
ボ
ー
ニ
と
の
関
係
の
一
端
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

私
を
ボ
ー
ニ
氏
に
紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
、
彫
刻
家
の
長
沼

氏
で
し
た
。
彼
は
私
の
友
人
で
、
ボ
ー
ニ
氏
と
も
古
く
か
ら
の

友
人
で
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
彼
は
館
山
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
長
沼
氏
は
そ
の
時
、
偶
然
ロ
ー
マ
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

ボ
ー
ニ
氏
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
生
ま
れ
、
私
の
聞
い
た
所
で
は

考
古
学
と
西
洋
古
典
学
に
精
通
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
彼
が
辰

野
金
吾
先
生
と
学
校
時
代
の
友
人
で
あ
っ
た
と
知
っ
て
い
た
の

で
、
辰
野
氏
が
日
本
銀
行
の
設
計
を
担
当
し
、
現
在
建
設
中
で

あ
る
こ
と
を
彼
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
目
を
見
開
き
な
が
ら
驚
い

て
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
彼
は
辰
野
氏
に
嫉
妬
し
た
の
で
し
ょ

う
。
彼
は
私
に
宿
舎
を
提
供
し
て
く
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
親
し

い
研
究
者
や
芸
術
家
な
ど
、
多
く
の
紳
士
と
会
わ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
更
に
『
タ
イ
ム
ズ
』
誌
の
ウ
ィ
ー
ン
特
派
員
で
あ
っ
た

シ
ュ
タ
ッ
ト
氏
に
も
紹
介
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
私
は
ボ
ー
ニ

氏
と
ダ
ン
テ
協
会
へ
行
き
ま
し
た
。
私
が
ロ
ー
マ
を
離
れ
て

ウ
ィ
ー
ン
へ
引
っ
越
す
時
に
は
、
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
か
ら
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
ま
で
の
芸
術
旅
行
を
手
配
し
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
の

紹
介
状
の
お
か
げ
で
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
大

学
教
授
や
美
術
館
の
館
長
は
敬
意
と
と
も
に
私
を
歓
待
し
て
く

れ
ま
し
た（

（2
（

。

長
沼
は
一
八
九
七
年
に
第
二
回
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の

日
本
代
表
団
の
一
員
と
し
て
イ
タ
リ
ア
を
訪
れ
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど

こ
の
時
期
に
ロ
ー
マ
に
到
着
し
た
も
の
の
住
居
が
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
田
中
を
ボ
ー
ニ
に
託
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。
田
中
の
手
紙
で

は
ボ
ー
ニ
が
様
々
な
便
宜
を
図
り
、
彼
の
イ
タ
リ
ア
滞
在
を
生
活
面

で
も
芸
術
面
で
も
支
え
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
が
綴
ら
れ
て
お

り
、
別
の
箇
所
で
は
毎
日
朝
食
を
一
緒
に
食
べ
た
後
、
一
日
中
遺
跡

の
発
掘
に
同
行
し
て
い
た
と
も
記
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
時
間
を
共

に
過
ご
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
ボ
ー
ニ
も
、
一
九
二
〇
年

に
刊
行
さ
れ
た
「Sterquilinium

」
に
お
い
て
、
彼
が
田
中
に
西

洋
言
語
の
初
歩
を
教
え
た
の
に
対
し
、
田
中
は
老
子
の
『
道
徳
経
』

を
解
説
し
、
一
緒
に
紅
葉
し
た
落
ち
葉
を
拾
っ
て
は
日
本
語
の
詩
を

詠
じ
、
田
中
は
食
事
や
音
楽
も
供
し
て
く
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い

る
（
（2
（

。
ま
た
、
文
書
館
の
史
料
に
は
老
子
の
『
道
徳
経
』
か
ら
の
引
用

が
記
さ
れ
た
複
数
の
メ
モ
も
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
筆
跡
は
田
中

の
も
の
と
類
似
し
て
お
り
、
実
際
に
田
中
が
ボ
ー
ニ
に
日
本
や
東
洋

の
事
柄
を
伝
え
、
ボ
ー
ニ
は
そ
れ
ら
の
資
料
を
晩
年
ま
で
手
元
に
保
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管
し
て
い
た
こ
と
も
推
測
で
き
る（

（2
（

。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
彼
ら
の

親
密
な
関
係
は
後
に
イ
タ
リ
ア
へ
日
本
の
文
化
を
紹
介
す
る
こ
と
に

も
繋
が
っ
て
い
く
。

田
中
は
ロ
ー
マ
留
学
中
の
思
い
出
を
知
人
に
語
っ
た
際
、
自
身
が

イ
タ
リ
ア
人
の
助
力
を
得
て
『
万
葉
集
』
の
翻
訳
を
刊
行
し
た
と

述
べ
て
い
る（

（2
（

。
彼
は
写
真
業
を
営
む
の
み
な
ら
ず
、
巌
谷
小
波
が

主
宰
す
る
文
学
サ
ー
ク
ル
「
木
曜
会
」
の
一
員
で
も
あ
り
、「
木
曜

会
」
が
刊
行
し
て
い
た
『
活
文
壇
』
の
海
外
通
信
欄
に
は
ロ
ー
マ
通

信
員
と
し
て
田
中
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
る
な
ど
、
文
学
的
な
素
養
が

高
い
人
物
だ
っ
た（

（2
（

。
し
か
し
、
田
中
自
身
が
述
べ
た
と
さ
れ
る
『
万

葉
集
』
の
翻
訳
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
一
方

で
、
一
九
〇
〇
年
刊
行
のR

ivista dʼItalia
に
は
田
中
松
太
郎
の
名

で
書
か
れ
た
論
考
「un trecentista giapponese
」
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
吉
田
兼
好
の
『
徒
然
草
』
の
解
題
に
続
い
て
作
品
の
一
部

が
翻
訳
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
こ
の
イ
タ
リ
ア
語
で
最
初
の
『
徒
然
草
』
の

翻
訳
で
は
、
田
中
の
名
前
の
み
が
執
筆
者
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
田
中
一
人
が
行
動
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ボ
ー
ニ
が
後

押
し
を
し
て
実
現
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
雑
誌
に
は
ボ
ー

ニ
も
ダ
ン
テ
研
究
に
つ
い
て
の
論
考
を
掲
載
し
て
お
り
、
更
に
先
程

紹
介
し
た
田
中
の
手
紙
に
も
雑
誌
の
発
行
元
で
あ
る
ダ
ン
テ
協
会
へ

ボ
ー
ニ
と
一
緒
に
行
っ
た
と
の
記
述
も
あ
る（

（3
（

。
更
に
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ

ア
研
究
所
附
属
文
書
館
所
蔵
史
料
に
は
『
徒
然
草
』
の
草
稿
が
残
さ

れ
て
お
り
、
ボ
ー
ニ
が
翻
訳
原
稿
を
手
元
に
保
管
し
て
い
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る（

（3
（

。
解
題
か
ら
は
翻
訳
が
英
語
版
の
『
徒
然
草
』
を
元
に

し
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
が
、
田
中
の
イ
タ
リ
ア
語
力
の
問
題

や
、
後
に
自
身
が
翻
訳
を
万
葉
集
と
混
同
し
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、

お
そ
ら
く
田
中
が
多
少
は
関
与
し
な
が
ら
も
、
日
頃
の
田
中
と
の
会

話
で
日
本
へ
の
関
心
を
深
め
た
ボ
ー
ニ
が
主
導
す
る
形
で
こ
の
『
徒

然
草
』
の
翻
訳
が
イ
タ
リ
ア
で
刊
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る（

（3
（

。

田
中
は
〇
一
年
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
へ
移
り
住
ん
で
写
真
学
校
で
写
真

印
刷
の
技
術
を
学
ぶ
が
、
以
降
は
ボ
ー
ニ
と
没
交
渉
に
な
っ
て
し

ま
う（

（3
（

。
し
か
し
帰
国
後
に
美
術
印
刷
業
に
従
事
し
て
活
躍
す
る
傍

ら
、
考
古
学
や
文
化
財
の
調
査
で
写
真
を
重
視
し
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
ボ
ー
ニ
と
同
じ
く
、
日
本
の
文
化
財
調
査
に
写
真
家
と
し
て
参
加

し
て
も
い
る
。
日
本
で
最
初
の
科
学
的
な
文
化
財
調
査
と
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
一
九
一
五
年
に
行
わ
れ
た
法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
保
存
調

査
で
は
、
田
中
が
こ
の
よ
う
な
撮
影
に
多
く
の
経
験
を
持
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
彼
を
保
存
調
査
の
た
め
の
写
真
家
と
し
て
選
任
し
た
こ

と
が
委
員
会
の
報
告
書
で
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
田
中
の
こ
の
仕
事
と

ボ
ー
ニ
を
直
接
結
び
つ
け
る
証
拠
は
な
い
が
、
ロ
ー
マ
で
ボ
ー
ニ
と

暮
ら
し
、
フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
の
発
掘
調
査
に
も
頻
繁
に
同
行
し
て

い
た
経
験
が
、
田
中
の
後
の
仕
事
に
多
少
は
影
響
し
て
い
た
可
能
性

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
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こ
の
よ
う
に
、
ボ
ー
ニ
と
田
中
の
関
係
は
日
常
生
活
に
お
け
る
私

的
な
文
化
交
流
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
が
一
九
〇
〇

年
と
い
う
イ
タ
リ
ア
で
の
日
本
文
学
研
究
の
黎
明
期
に
『
徒
然
草
』

の
翻
訳
を
刊
行
し
、
日
本
の
文
学
作
品
を
イ
タ
リ
ア
に
伝
え
る
役
割

を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
だ
ろ
う
。
イ
タ
リ
ア
人
の

日
本
文
学
研
究
者
も
翻
訳
書
を
刊
行
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
依
然
と
し

て
そ
れ
ほ
ど
出
版
点
数
も
多
く
な
い
状
況
に
お
い
て
、
一
八
六
六
年

か
ら
現
在
ま
で
刊
行
が
続
い
て
い
る
イ
タ
リ
ア
の
著
名
雑
誌
に
一
部

と
は
言
え
日
本
の
文
学
作
品
の
翻
訳
が
掲
載
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
人
が

日
本
の
文
化
に
接
す
る
と
い
う
機
会
を
、
田
中
の
存
在
を
介
し
て

ボ
ー
ニ
は
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ボ
ー
ニ
が
日
本
を
愛
好
し
て
い
る

こ
と
は
既
に
知
ら
れ
て
い
た
が
、
翻
訳
刊
行
の
後
押
し
と
い
う
本
稿

で
明
ら
か
と
な
っ
た
ボ
ー
ニ
の
行
動
は
、
彼
の
日
本
趣
味
が
あ
く
ま

で
彼
個
人
の
趣
味
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
日
伊
の
文
化
交
流
に

明
確
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

三　

ボ
ー
ニ
と
日
本
人
研
究
者
と
の
交
流

ボ
ー
ニ
と
日
本
人
と
の
交
流
は
、
当
初
は
長
沼
を
介
し
て
日
本
人

と
偶
然
知
り
合
う
中
で
生
ま
れ
た
個
人
的
な
繋
が
り
が
主
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
ボ
ー
ニ
が
フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
や
パ
ラ
テ
ィ
ー
ノ
丘

の
発
掘
主
任
と
な
っ
て
調
査
を
指
揮
し
、
考
古
学
者
と
し
て
名
声
を

博
す
よ
う
に
な
る
と
、
彼
の
存
在
は
イ
タ
リ
ア
考
古
学
と
日
本
の
間

の
架
け
橋
と
し
て
の
役
割
も
担
う
よ
う
に
な
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
に

は
日
本
人
研
究
者
が
欧
米
に
渡
航
し
て
学
ぶ
機
会
も
増
加
し
、
彼
を

訪
ね
る
研
究
者
も
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
イ
タ
リ
ア
側
に
残
さ
れ
た

史
料
は
ボ
ー
ニ
の
個
人
的
な
友
人
関
係
に
基
づ
く
も
の
が
多
く
、
日

本
人
研
究
者
と
の
繋
が
り
を
示
す
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
日

本
側
の
渡
航
記
録
や
雑
誌
記
事
に
は
ボ
ー
ニ
の
研
究
へ
の
言
及
や
彼

と
の
面
会
の
記
録
が
存
在
す
る
。

考
古
学
者
と
し
て
の
ボ
ー
ニ
の
活
動
が
最
初
に
日
本
で
紹
介
さ
れ

た
の
は
、
一
九
〇
三
年
一
一
月
の
『
史
学
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た

フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
の
発
掘
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
っ
た（

（3
（

。
そ
の
後

の
〇
四
年
六
月
と
〇
六
年
一
二
月
に
も
ボ
ー
ニ
に
よ
る
ラ
ク
ス
・
ク

ル
テ
ィ
ウ
ス
の
発
見
と
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
記
念
柱
修
復
を
伝
え
る
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
当
時
の
『
史
学
雑
誌
』
の
海
外
史
壇
欄
は
、
編

集
者
の
記
述
に
よ
る
と
海
外
の
雑
誌
記
事
と
海
外
渡
航
者
か
ら
の
情

報
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ロ
ー
マ
遺
跡
の
発

掘
を
紹
介
す
る
記
事
は
珍
し
く
、
ボ
ー
ニ
以
外
に
は
米
国
の
研
究
者

に
よ
る
ヘ
ル
ク
ラ
ネ
ウ
ム
発
掘
事
業
を
紹
介
し
た
一
本
の
み
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
ボ
ー
ニ
に
よ
る
新
発
見
は
特
に
頻
繁
に
紹
介
さ

れ
て
い
た
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う（

（3
（

。
ボ
ー
ニ
に
よ
る
こ
れ
ら
の
発
掘

に
つ
い
て
の
情
報
が
ど
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
は
定
か
で
な
い

が
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
一
九
〇
三
―
六
年
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八
九

に
欧
州
へ
留
学
し
て
い
た
村
川
堅
固
の
存
在
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

村
川
は
そ
の
留
学
の
大
半
を
ド
イ
ツ
で
過
ご
し
て
お
り
、
ロ
ー
マ
に

滞
在
し
た
の
は
〇
五
年
一
二
月
末
か
ら
翌
年
二
月
二
〇
日
ま
で
の
約

二
ヶ
月
の
み
で
あ
っ
た
。
最
初
の
二
つ
の
記
事
は
村
川
が
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
大
学
に
在
籍
し
て
い
た
頃

の
も
の
で
あ
る
た
め
、
ボ
ー
ニ
か
ら
直
接
情
報
を
得
た
も
の
と
は
考

え
ら
れ
な
い（

（3
（

。
と
は
い
え
、
同
大
学
で
村
川
は
ロ
ー
マ
史
だ
け
で
な

く
古
代
美
術
や
考
古
学
実
習
の
授
業
も
履
修
し
て
お
り
、
ロ
ー
マ
考

古
学
へ
の
関
心
は
少
な
か
ら
ず
持
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
彼
の
ロ
ー
マ

滞
在
に
つ
い
て
の
情
報
は
少
な
い
も
の
の
、
ロ
ー
マ
で
は
調
べ
物
が

た
く
さ
ん
あ
る
た
め
、
昼
間
は
実
地
を
見
学
し
深
夜
ま
で
本
を
読
む

生
活
を
し
て
い
た
こ
と
や
、
ロ
ー
マ
滞
在
中
に
現
地
の
著
名
な
学
者

と
会
え
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
に
予
定
を
変
え
た
こ
と
が
家
族
宛
の

手
紙
に
記
さ
れ
て
お
り
、
単
に
遺
跡
を
見
学
す
る
だ
け
で
な
く
、
と

て
も
精
力
的
に
動
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る（

（4
（

。
ま
た
、
帰
国
後

の
〇
八
年
に
『
史
学
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
ウ
ェ
ス
タ
の
巫
女
に
つ

い
て
の
村
川
の
講
演
原
稿
は
、
そ
の
内
容
の
多
く
を
一
九
〇
〇
年
に

ボ
ー
ニ
が
書
い
た
論
文
に
依
拠
し
て
も
い
る（

（4
（

。
こ
れ
ら
の
状
況
に
鑑

み
る
と
、
ボ
ー
ニ
と
村
川
の
個
人
的
な
繋
が
り
の
有
無
は
不
明
だ

が
、
ボ
ー
ニ
の
考
古
学
者
と
し
て
の
業
績
が
日
本
で
最
初
に
紹
介
さ

れ
る
際
に
、
村
川
が
な
ん
ら
か
の
役
割
を
果
た
し
た
可
能
性
も
あ
る

だ
ろ
う
。

京
都
大
学
の
考
古
学
研
究
の
基
礎
を
築
い
た
濱
田
耕
作
も
一
九
一

四
か
ら
五
年
の
欧
州
渡
航
中
に
イ
タ
リ
ア
へ
滞
在
し
て
い
る
が
、
彼

が
帰
国
後
に
執
筆
し
た
「
伊
太
利
紀
行
」
に
は
ロ
ー
マ
滞
在
中
の
一

四
年
三
月
六
日
と
七
日
に
パ
ラ
テ
ィ
ー
ノ
丘
へ
ボ
ー
ニ
を
訪
問
し
、

感
銘
を
う
け
た
こ
と
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

伊
藤
君
と
ア
ピ
ヤ
の
古
道
に
逍
遥
し
た
る
次
の
日
、
君
の
紹

介
に
よ
り
て
、
我
が
大
使
館
に
林
大
使
に
謁
す
。
男
爵
は
我
が

考
古
学
を
修
め
つ
ゝ
あ
る
を
聞
き
て
、
親
切
に
も
、
さ
ら
ば
パ

ラ
チ
ノ
丘
の
発
掘
者
ボ
ニ
教
授
（Prof. Giacom

o Boni

）
は

親
友
な
れ
ば
、
明
日
十
時
自
ら
同
道
し
て
紹
介
し
て
や
ら
ん
と

言
わ
る
ゝ
に
、
次
の
朝
大
使
館
に
到
れ
ば
、
大
使
の
自
動
車
は

我
等
を
乗
せ
て
先
づ
フ
ォ
ル
ム
に
急
ぐ
。

　

フ
ォ
ル
ム
よ
り
パ
ラ
チ
ノ
丘
に
攀
ぢ
行
き
て
、
ボ
ニ
教
授
を

其
の
閑
邸
に
訪
な
へ
ば
、
早
く
も
十
数
名
の
訪
客
あ
り
、
我
は

林
男
爵
に
紹
介
せ
ら
れ
て
、
し
ば
し
物
語
る
に
「
考
古
学
は
殊

に
如
何
な
る
方
面
を
研
究
す
る
や
」
と
問
は
れ
て
、
特
に
「
研

究
法
」
を
と
答
ふ
れ
ば
さ
ら
ば
、
此
の
冊
子
を
贈
ら
ん
と
て
、

伊
太
利
語
に
て
記
し
た
るIl M

ethodo nell, espolozione 
archaeologiche

（
考
古
学
的
発
掘
の
方
法
）
と
云
ふ
を
与
へ

ら
る
。
こ
の
こ
と
に
は
古
跡
の
保
存
の
項
に
、
有
害
な
る
植

物
、
風
致
を
添
へ
有
益
な
る
植
物
な
ど
の
事
を
記
せ
る
は
、
流



史
観
第
一
七
九
冊

九
〇

石
に
伊
太
利
学
者
の
美
術
的
な
る
を
思
は
ざ
る
を
得
ず
。「
此

の
土
曜
に
再
び
来
ら
る
れ
ば
、
親
し
く
新
発
掘
の
處
を
説
明
せ

ん
」
と
の
こ
と
に
忝
な
し
と
て
パ
ラ
チ
ノ
丘
を
下
り
て
チ
ト
ス

の
門
よ
り
コ
リ
ゼ
オ
の
傍
に
出
で
、
待
せ
た
る
自
動
車
に
投
じ

て
大
使
館
に
帰
り
ぬ
。

　

土
曜
日
（
三
月
七
日
）
に
は
大
使
に
従
ひ
て
再
び
自
動
車
を

フ
ォ
ル
ム
に
走
ら
し
パ
ラ
チ
ノ
に
登
る
。
我
等
は
数
人
の
英
米

の
客
と
共
に
、
先
づ
一
室
に
て
ボ
ニ
教
授
よ
り
俯
瞰
写
真
に
よ

り
て
場
所
の
説
明
あ
り
、
小
さ
き
発
掘
物
を
も
示
さ
る
。
…
ボ

ニ
教
授
は
諧
謔
を
交
へ
て
面
白
く
説
明
せ
ら
れ
た
る
も
、
時
に

聴
取
り
難
き
も
の
少
な
か
ら
ざ
り
し
は
残
念
な
り
き
。
そ
れ
よ

り
羅
馬
古
代
の
植
物
な
ど
植
え
た
る
花
壇
を
過
ぎ
教
授
の
邸
に

帰
れ
ば
、
時
已
に
午
に
近
し
、
我
等
は
親
切
な
る
教
授
の
指
導

に
ポ
ム
ペ
イ
の
そ
れ
よ
り
も
鮮
な
る
壁
画
の
色
彩
に
魅
せ
ら

れ
、
奇
し
き
羅
馬
の
最
も
古
き
遺
墟
に
引
廻
さ
れ
、
陶
然
と
し

て
酔
へ
る
が
如
し
。
我
は
此
の
機
会
を
與
え
ら
れ
た
る
ボ
ニ
教

授
と
林
大
使
の
厚
意
に
感
謝
す
る
の
外
な
き
な
り
。

　

ボ
ニ
教
授
は
ラ
ン
チ
ヤ
ニ
氏
と
共
に
羅
馬
の
考
古
学
者
の
泰

斗
な
り
。
而
か
も
ラ
氏
と
は
其
性
行
同
じ
か
ら
ず
共
に
フ
ォ
ル

ム
の
発
掘
に
携
は
り
し
も
、
遂
に
ボ
ニ
教
授
は
別
れ
て
パ
ラ
ツ

チ
ノ
丘
の
発
掘
に
専
心
従
事
す
る
こ
と
と
な
れ
り
。
パ
ラ
チ
ノ

丘
上
カ
ジ
ノ
、
フ
ワ
ル
ネ
ー
ゼ
（Casino Farnese

）
の
閑
居

に
独
棲
し
て
、
た
だ
考
古
と
風
月
と
を
楽
し
む
の
心
事
は
ボ
ニ

教
授
に
非
ず
ん
ば
誰
人
か
解
す
る
を
得
ん
や
。
英
学
会
の
ア
シ

ユ
ビ
ー
博
士
も
ボ
ニ
教
授
の
み
は
、
他
の
伊
太
利
考
古
学
者
と

其
の
撰
を
異
に
し
、
自
ら
発
掘
を
監
督
し
て
之
れ
を
粗
略
に
せ

ず
、
最
も
科
学
的
態
度
に
出
づ
と
云
へ
り
。
さ
て
も
斯
く
の
如

く
屡
々
相
重
な
り
、
複
雑
多
様
な
る
建
築
の
遺
跡
を
発
掘
す
る

困
難
は
、
我
が
日
本
の
古
墳
の
発
掘
な
ど
と
は
日
を
同
う
し
て

語
る
可
か
ら
ず
。
即
ち
発
掘
は
同
時
に
修
理
復
旧
を
意
味
す
る

こ
と
、
我
れ
は
じ
め
て
之
を
体
読
す
る
を
得
た
り（

（4
（

。

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
ボ
ー
ニ
の
論
文
は
、
現
在
も
京
都
大
学
附

属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
京
都
出
発
一
周
年
の
日
に
ボ
ー
ニ

か
ら
贈
ら
れ
た
と
い
う
一
筆
が
最
終
頁
に
記
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
濱
田
は

後
に
日
本
の
考
古
学
研
究
の
基
本
書
と
な
る
『
通
論
考
古
学
』
を
執

筆
す
る
が
、
こ
の
本
で
は
ボ
ー
ニ
の
研
究
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い

る
。
ま
ず
考
古
学
調
査
法
に
つ
い
て
の
説
明
で
は
、
層
位
法
を
紹
介

す
る
際
に
ボ
ー
ニ
の
論
文
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ

の
コ
ミ
テ
ィ
ウ
ム
附
近
の
層
位
図
を
引
用
し
て
こ
の
手
法
を
解
説
し

て
い
る（

（4
（

。
ま
た
、
調
査
の
際
に
写
真
術
を
用
い
る
こ
と
の
重
要
性
を

説
く
際
に
は
、
近
年
の
特
筆
す
べ
き
成
果
と
し
て
フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー

ノ
の
調
査
で
航
空
写
真
を
活
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
フ
ォ
カ
ス
記
念

柱
の
碑
文
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
他
の
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一

研
究
者
の
著
作
を
引
用
し
つ
つ
航
空
写
真
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
撮
影
を
指
示
し
た
の
は
ボ
ー
ニ
で
あ
り
、
彼
は
考
古
学
に
お
い

て
航
空
写
真
を
最
初
に
活
用
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た（

（4
（

。
濱

田
の
旅
行
記
に
は
俯
瞰
写
真
を
使
っ
て
ボ
ー
ニ
が
遺
跡
の
解
説
を
し

た
と
の
一
文
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
経
験
が
『
通
論
考
古
学
』
に

お
け
る
航
空
写
真
の
記
述
に
繋
が
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
本
の
巻
末

に
は
一
四
冊
の
研
究
書
の
解
題
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
英
語
、
ド

イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
著
作
に
混
じ
り
、
ボ
ー
ニ
の
論
文
が
イ
タ

リ
ア
語
文
献
と
し
て
唯
一
取
り
上
げ
ら
れ
、
イ
タ
リ
ア
の
発
掘
方
法

や
美
術
的
思
想
を
重
ん
じ
る
傾
向
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
著
作
と
し

て
紹
介
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
濱
田
は
一
九
一
八
―
九
年
に
『
史
林
』
で
連

載
し
た
「
考
古
学
の
栞
」
を
元
に
『
通
論
考
古
学
』
を
執
筆
し
て
い

る
が
、
連
載
で
は
巻
末
の
文
献
紹
介
以
外
に
ボ
ー
ニ
へ
の
言
及
は
な

く
、
書
籍
に
す
る
際
に
ボ
ー
ニ
の
論
文
を
読
み
直
し
て
情
報
を
加
え

た
と
思
わ
れ
る（

（4
（

。
そ
の
後
、
彼
は
二
二
年
に
『
写
真
芸
術
』
へ
掲
載

さ
れ
た
論
考
に
お
い
て
も
、
再
び
気
球
を
使
っ
た
遺
跡
の
俯
瞰
写
真

の
事
例
を
紹
介
し
て
考
古
学
調
査
に
お
け
る
航
空
写
真
の
重
要
性
を

説
い
て
い
る（

（4
（

。

後
に
角
田
文
衞
が
濱
田
に
よ
る
「
ロ
ー
マ
考
古
学
概
説
」
に
つ
い

て
述
べ
た
際
、
イ
タ
リ
ア
の
学
界
に
も
見
る
べ
き
研
究
や
調
査
は

あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
当
時
の
古
典
考
古
学
界
の
趨
勢
か
ら
す
れ
ば
、

濱
田
が
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
の
考
古
学
者
た
ち
の
研
究
業
績
を
参
酌

し
た
の
は
適
切
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
頃
の
イ
タ

リ
ア
考
古
学
は
軽
視
さ
れ
が
ち
な
状
況
に
あ
っ
た（

（4
（

。
こ
れ
は
、
先
程

の
濱
田
の
旅
行
記
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
人
考
古
学
者
ラ
ン
チ
ャ
ー
ニ

へ
の
批
判
に
も
表
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
ボ
ー
ニ
の
研
究
業
績
は

村
川
や
濱
田
を
通
じ
て
早
期
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

イ
タ
リ
ア
の
考
古
学
研
究
が
日
本
で
具
体
的
に
紹
介
さ
れ
る
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
か
ね
て
よ
り
ボ
ー
ニ
が

持
っ
て
い
た
日
本
人
と
の
繋
が
り
が
そ
の
一
助
に
な
っ
て
お
り
、
濱

田
の
場
合
に
は
当
時
の
駐
イ
タ
リ
ア
大
使
が
ボ
ー
ニ
の
友
人
で
あ
っ

た
と
い
う
偶
然
も
あ
っ
て
面
会
が
実
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
後
に

濱
田
が
ボ
ー
ニ
に
よ
る
考
古
学
調
査
の
特
色
で
も
あ
る
発
掘
へ
の
写

真
技
術
の
導
入
の
重
要
性
を
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
点
は
、
ボ
ー

ニ
と
日
本
人
と
の
関
係
が
、
日
本
の
考
古
学
研
究
に
イ
タ
リ
ア
考
古

学
の
知
見
の
導
入
を
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
と
言
う
こ
と
も

で
き
る
だ
ろ
う
。

四　

一
九
二
〇
年
代
の
ボ
ー
ニ
と
日
本

一
九
〇
八
―
一
六
年
に
大
使
を
務
め
た
林
権
助
は
ボ
ー
ニ
を
友
人

と
述
べ
て
い
た
が
、
ボ
ー
ニ
は
以
降
も
大
使
館
関
係
者
と
緊
密
な
関

係
を
築
い
て
お
り
、
二
〇
―
六
年
に
大
使
を
勤
め
た
落
合
謙
太
郎
に

つ
い
て
も
ボ
ー
ニ
と
の
繋
が
り
を
示
す
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
落
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合
の
在
職
期
間
中
の
二
一
年
に
欧
州
渡
航
中
の
裕
仁
親
王
が
イ
タ

リ
ア
を
訪
れ
る
が
、
七
月
一
四
日
の
フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
と
パ
ラ

テ
ィ
ー
ノ
丘
見
学
の
際
に
ボ
ー
ニ
は
案
内
役
を
務
め
て
い
る
。
彼
は

こ
の
時
の
感
想
を
イ
タ
リ
ア
の
新
聞
に
寄
稿
し
て
お
り
、
フ
ォ
ロ
・

ロ
マ
ー
ノ
を
見
下
ろ
す
テ
ラ
ス
に
お
い
て
、
古
代
ロ
ー
マ
の
凱
旋

式
、
建
国
者
ロ
ム
ル
ス
の
墓
で
行
わ
れ
た
宗
教
儀
式
、
戦
時
殺
人
者

の
贖
罪
法
、
内
乱
鎮
圧
法
、
犠
牲
的
精
神
、
祖
国
の
愛
、
正
義
の
観

念
、
及
び
古
代
ロ
ー
マ
人
を
偉
大
な
民
族
か
つ
欧
州
大
陸
に
お
け
る

権
威
の
宣
揚
者
に
し
た
様
々
な
史
実
を
裕
仁
親
王
に
説
明
し
た
と
記

し
て
い
る（

（5
（

。
古
代
ロ
ー
マ
の
政
治
の
中
心
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
こ

の
遺
跡
を
解
説
す
る
内
容
と
し
て
は
特
異
に
感
じ
ら
れ
る
こ
れ
ら
の

説
明
は
、
前
年
に
裕
仁
親
王
も
列
席
し
て
行
わ
れ
た
明
治
神
宮
鎮
座

祭
な
ど
当
時
の
日
本
の
状
況
と
符
合
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
に
特
異
な
説
明
の
背
景
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
大
使
館

関
係
者
と
ボ
ー
ニ
の
交
流
で
あ
る
。

二
二
年
一
〇
月
二
三
日
に
は
西
洋
古
代
史
研
究
の
坂
口
昂
が
パ
ラ

テ
ィ
ー
ノ
丘
の
ボ
ー
ニ
を
訪
ね
て
い
る
。
坂
口
は
落
合
大
使
の
旧
友

で
も
あ
り
、
彼
の
旅
行
記
に
は
「
Ｏ
君
［
落
合
］
は
晴
天
午
後
毎
に

婦
人
同
伴
パ
ラ
チ
ノ
の
岡
を
散
歩
す
る　

羅
馬
人
は
パ
ラ
チ
ノ
は
日

本
大
使
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
の
場
所
だ
と
い
つ
て
ゐ
る
位
だ　

Ｏ
君
な

か
な
か
羅
馬
の
考
古
學
に
通
ず
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
落
合
が
ボ
ー

ニ
の
家
を
足
繁
く
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る（

（5
（

。
坂
口
は
ボ
ー

ニ
訪
問
の
記
録
を
残
し
て
い
な
い
が
、
彼
に
同
行
し
た
西
洋
中
世
史

の
大
類
伸
の
旅
行
記
に
は
「
翌
二
十
三
日
は
大
使
館
の
藤
井
書
記
官

の
案
内
で
博
士
［
坂
口
昂
］
と
諸
井
氏
、
そ
れ
に
坂
口
博
士
と
同
時

に
来
欧
さ
れ
さ
う
し
て
二
、
三
日
前
羅
馬
に
来
ら
れ
た
京
大
の
深
田

博
士
と
私
と
の
四
人
が
、
パ
ン
テ
オ
ン
附
近
の
料
理
店
で
昼
食
の
御

馳
走
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
一
同
馬
車
で
フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
の
遺
跡

に
赴
い
た
。
遺
跡
の
一
部
な
る
パ
ラ
チ
ノ
の
丘
上
に
は
ボ
ー
ニ
老
教

授
の
邸
宅
が
あ
る
、
ボ
ー
ニ
教
授
は
フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
の
遺
跡
を

発
掘
し
研
究
し
た
功
労
者
で
、
伊
太
利
学
会
の
耆
宿
で
あ
る
、
さ
う

し
て
今
で
も
特
に
遺
跡
の
中
央
に
邸
宅
を
構
え
る
こ
と
を
許
さ
れ
て

居
る
の
で
あ
る
。
一
行
は
そ
の
家
を
尋
ね
て
老
教
授
に
面
会
し
た

が
、
教
授
が
非
常
の
高
齢
で
あ
る
為
め
一
応
の
挨
拶
が
す
ん
だ
後
直

ち
に
退
出
し
た
が
、
教
授
の
好
意
に
依
て
パ
ラ
チ
ノ
丘
上
の
地
下
に

発
掘
さ
れ
た
ネ
ロ
の
宮
殿
跡
と
称
す
る
新
し
い
遺
跡
を
見
物
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。」
と
あ
り
、
濱
田
の
事
例
と
同
様
に
研
究
者
の
繋
が

り
で
は
な
く
大
使
館
の
案
内
に
よ
っ
て
ボ
ー
ニ
を
訪
ね
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る（

（5
（

。

更
に
二
〇
―
二
年
に
大
使
館
附
武
官
と
し
て
ロ
ー
マ
に
駐
在
し
て

い
た
山
縣
武
夫
の
回
想
録
に
も
、「
こ
の
廃
墟
の
小
さ
い
丘
の
一
部

に
、
さ
さ
や
か
な
館
を
建
て
て
常
住
し
て
い
る
、
ヂ
ャ
コ
モ
・
ボ
ニ

と
い
う
翁
が
い
た
。
自
分
は
折
々
そ
こ
を
訪
れ
て
、
色
々
な
話
を
聞

く
の
を
楽
し
み
と
し
た
。
…
天
皇
陛
下
が
皇
太
子
殿
下
に
在
せ
し



考
古
学
者
ジ
ャ
コ
モ
・
ボ
ー
ニ
と
大
正
期
の
日
伊
交
流

九
三

時
、
パ
ラ
テ
ィ
ノ
の
丘
か
ら
古
代
羅
馬
の
遺
跡
を
御
覧
遊
ば
さ
れ
つ

つ
、
ボ
ニ
翁
の
説
明
を
お
聴
き
遊
ば
さ
れ
る
の
を
拝
し
た
の
も
畏
き

思
い
出
で
あ
っ
た
。
そ
の
感
激
を
い
つ
も
話
し
て
い
た
翁
も
今
は
故

人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
文
章
が
あ
る（

（5
（

。
彼
は
裕
仁
親
王
の

訪
問
以
前
か
ら
極
め
て
頻
繁
に
遺
跡
を
訪
れ
、
番
人
と
も
顔
見
知
り

に
な
る
ほ
ど
の
考
古
学
好
き
で
あ
っ
た
と
自
ら
述
べ
て
お
り
、
こ
の

時
期
に
複
数
の
大
使
館
関
係
者
が
足
繁
く
ボ
ー
ニ
を
訪
れ
て
い
た
こ

と
の
証
左
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
イ
タ
リ
ア
側
の
記
録
に
お
い
て

も
、
山
縣
が
裕
仁
親
王
の
欧
州
訪
問
を
記
録
し
た
写
真
帖
を
ボ
ー
ニ

に
贈
っ
た
こ
と
と
、
彼
が
写
真
帖
に
書
き
添
え
た
文
章
の
引
用
が

『
伝
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
の
交
友
が
裏
付
け
ら

れ
て
い
る（

（5
（

。

落
合
と
山
縣
が
足
繁
く
パ
ラ
テ
ィ
ー
ノ
丘
を
訪
れ
、
裕
仁
親
王
訪

問
以
前
か
ら
ボ
ー
ニ
と
接
触
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
こ
れ
ら
の
記
録

か
ら
は
、
大
使
館
関
係
者
が
か
ね
て
よ
り
面
識
の
あ
っ
た
ボ
ー
ニ
に

対
し
て
要
請
し
た
結
果
、
古
代
ロ
ー
マ
の
出
来
事
の
中
で
も
皇
太
子

の
学
習
や
検
討
の
素
材
と
な
る
よ
う
な
事
例
が
選
定
さ
れ
、
遺
跡
の

案
内
の
内
容
が
特
別
な
も
の
に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
禁
酒
運
動
で
知
ら
れ
る
青
木
庄
蔵
の
一
九
二
三
年
の
欧
米

視
察
の
際
に
も
、
彼
が
ロ
ー
マ
大
使
館
で
渡
航
目
的
を
伝
え
た
所
、

藤
井
代
理
大
使
に
ボ
ー
ニ
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
青
木
は
各
国
の
禁

酒
運
動
の
見
聞
を
目
的
と
し
て
イ
タ
リ
ア
へ
赴
い
て
お
り
、
ボ
ー
ニ

は
二
〇
年
頃
に
飲
酒
が
社
会
に
与
え
る
害
悪
に
つ
い
て
の
論
説
を
盛

ん
に
発
表
し
て
い
た
。
青
木
の
旅
行
記
に
よ
る
と
、
ボ
ー
ニ
は
歴
史

を
引
き
合
い
に
出
し
つ
つ
禁
酒
の
重
要
性
を
説
い
た
の
ち
、
イ
タ
リ

ア
の
禁
酒
の
状
況
を
伝
え
る
た
め
に
青
木
を
警
視
総
監
に
紹
介
す
る

便
宜
供
与
も
行
っ
て
く
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
イ
タ
リ
ア
側
の

史
料
で
も
ボ
ー
ニ
が
日
本
の
禁
酒
運
動
関
係
者
か
ら
贈
ら
れ
た
岐
阜

提
灯
を
好
ん
で
い
た
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
文
書
館
所
蔵
の
住
所
録

に
も
青
木
の
名
前
が
登
場
す
る
な
ど
、
こ
の
面
会
を
き
っ
か
け
と
し

て
以
降
も
禁
酒
運
動
を
通
じ
た
日
本
と
の
繋
が
り
を
持
っ
て
い
た
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

ボ
ー
ニ
は
一
九
二
五
年
に
病
没
す
る
が
、
本
節
で
示
し
た
よ
う
に

彼
は
最
晩
年
に
も
日
本
人
と
の
繋
が
り
を
持
ち
続
け
て
い
た
。
こ
れ

に
は
当
時
の
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
日
本
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た

こ
と
も
関
連
し
て
は
い
る
だ
ろ
う
が
、
学
生
時
代
を
皮
切
り
に
長
期

に
渡
っ
て
育
ま
れ
た
ボ
ー
ニ
と
日
本
人
と
の
交
流
が
積
み
重
な
っ
た

結
果
で
も
あ
っ
た
。
ボ
ー
ニ
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
時
代
に
知
り
合
っ
た

ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
や
教
育
大
臣
を
務
め
た
ボ
セ
ッ
リ
な
ど
、
個
人

的
な
関
係
を
足
が
か
り
と
し
て
人
生
を
切
り
開
い
て
き
た（

（5
（

。
人
と
の

関
係
を
重
視
す
る
ボ
ー
ニ
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
留
学
時

代
に
始
ま
る
日
本
人
と
の
交
流
が
継
続
的
な
も
の
と
な
り
、
後
に
日

伊
双
方
に
お
け
る
文
化
交
流
を
生
み
出
す
も
の
に
な
っ
た
と
も
言
え
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る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

ボ
ー
ニ
と
日
本
の
関
係
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
の
学
生
時
代
に
培

わ
れ
た
日
本
人
留
学
生
と
の
関
係
を
端
緒
と
し
な
が
ら
も
、
日
伊
交

流
が
進
展
し
て
い
く
な
か
で
広
が
り
を
見
せ
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
の

研
究
に
お
い
て
ボ
ー
ニ
と
日
本
の
関
係
は
、
長
沼
な
ど
日
本
人
の
友

人
が
お
り
、
東
洋
の
哲
学
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
、
彼
の
個

人
的
な
関
係
や
日
本
趣
味
と
し
て
紹
介
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
本
稿
で
新
た
に
明
ら
か
と
な
っ
た
多
く
の
日
本
人
と
の
交
友
関

係
と
、
こ
れ
に
基
づ
く
彼
の
活
動
は
、
彼
が
日
伊
双
方
の
文
化
交

流
を
推
進
す
る
役
割
も
担
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

ボ
ー
ニ
は
日
本
人
留
学
生
が
イ
タ
リ
ア
で
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
時
期

か
ら
一
九
二
〇
年
代
ま
で
の
日
伊
交
流
を
間
近
で
経
験
し
た
人
物
だ

が
、
彼
の
日
本
へ
の
関
心
が
友
人
と
の
交
流
に
よ
る
一
時
的
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
田
中
が
居
候
を
し
て
い
た
時
期
に
ま
で
遡

る
資
料
を
ボ
ー
ニ
が
保
管
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
日
本
語
史
料
が
遺

贈
さ
れ
て
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る（

（5
（

。
そ

し
て
、
特
に
晩
年
の
ボ
ー
ニ
に
よ
る
日
本
へ
の
関
心
の
強
さ
は
、
彼

が
一
九
二
〇
年
と
二
一
年
に
発
表
し
た
論
考
で
日
本
に
つ
い
て
取
り

上
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
だ
が
、
と
り
わ
け
裕
仁
親
王
の
イ

タ
リ
ア
訪
問
後
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
お
い
て
顕
著
に
示
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

一
九
二
一
年
秋
に
ボ
ー
ニ
が
イ
タ
リ
ア
の
雑
誌
へ
寄
稿
し
た
文
章

に
は
、
裕
仁
親
王
の
訪
問
を
記
念
し
て
パ
ラ
テ
ィ
ー
ノ
丘
に
日
本
古

来
の
植
物
を
植
え
た
い
と
い
う
彼
の
要
望
が
叶
え
ら
れ
、
蜜
柑
、
木

瓜
、
百
合
、
菖
蒲
、
朝
顔
が
、
翌
年
の
春
に
到
着
す
る
予
定
で
あ
る

こ
と
が
、
興
奮
と
共
に
記
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
こ
の
出
来
事
に
つ
い
て
日

本
側
の
資
料
で
は
、
落
合
大
使
を
通
じ
て
伝
達
さ
れ
た
ボ
ー
ニ
の
希

望
に
よ
り
、
一
九
二
三
年
に
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、
チ
ョ
ウ
ジ
ャ
ノ

キ
、
マ
テ
バ
シ
イ
、
タ
ラ
ヨ
ウ
、
イ
イ
ギ
リ
、
モ
チ
ノ
キ
、
ト
キ
ワ

カ
エ
デ
の
種
子
が
下
賜
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
贈
ら
れ
た
植
物

に
違
い
が
生
じ
て
は
い
る（

（6
（

。
と
は
い
え
、
い
ず
れ
に
せ
よ
ボ
ー
ニ
の

希
望
が
叶
え
ら
れ
、
古
代
ロ
ー
マ
の
中
心
で
あ
っ
た
場
所
に
日
本
の

植
物
を
植
え
る
計
画
が
成
就
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

遺
跡
を
訪
れ
る
多
く
の
人
々
に
日
本
と
イ
タ
リ
ア
、
そ
し
て
パ
ラ

テ
ィ
ー
ノ
丘
と
の
繋
が
り
を
示
す
こ
と
に
な
る
こ
の
計
画
は
、
ボ
ー

ニ
が
二
〇
年
以
上
に
渡
っ
て
暮
ら
し
た
こ
の
地
へ
の
愛
着
と
同
時

に
、
日
本
へ
の
関
心
の
強
さ
と
深
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
ボ
ー
ニ
と
日
本
の
繋
が
り
は
単
な

る
個
人
的
な
交
友
関
係
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
の
存
在

を
通
じ
て
多
く
の
日
本
人
が
イ
タ
リ
ア
や
考
古
学
へ
の
関
心
を
深
め

る
一
方
で
、
ボ
ー
ニ
自
身
も
日
本
に
つ
い
て
の
事
柄
を
イ
タ
リ
ア
に

伝
え
る
役
割
を
多
少
な
り
と
も
果
た
し
て
い
た
。
考
古
学
者
ボ
ー
ニ



考
古
学
者
ジ
ャ
コ
モ
・
ボ
ー
ニ
と
大
正
期
の
日
伊
交
流

九
五

か
ら
浮
か
び
上
が
る
日
伊
交
流
の
諸
相
は
、
明
治
期
の
国
家
主
導
の

研
究
者
招
聘
や
留
学
生
派
遣
に
よ
っ
て
徐
々
に
育
ま
れ
た
交
流
が
、

日
本
に
西
洋
の
知
識
を
も
た
ら
す
と
い
う
の
み
な
ら
ず
、
イ
タ
リ
ア

側
に
も
日
本
へ
の
関
心
を
引
き
起
こ
し
、
日
本
と
イ
タ
リ
ア
の
繋
が

り
を
更
に
強
固
に
し
た
こ
と
を
示
す
例
と
も
位
置
付
け
ら
れ
る
だ 

ろ
う
。

註（
1
）	

本
稿
は
福
山
と
ピ
ル
ッ
テ
ィ
・
ナ
ー
メ
ル
に
よ
る
共
同
研
究
の
成

果
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
側
の
史
料
は
福
山
が
、
イ
タ
リ
ア

側
の
史
料
は
ジ
ャ
コ
モ
・
ボ
ー
ニ
研
究
及
び
ロ
ー
マ
考
古
学
を
専
門

と
す
る
ピ
ル
ッ
テ
ィ
・
ナ
ー
メ
ル
が
渉
猟
し
、
史
料
や
情
報
を
相
互

に
交
換
す
る
こ
と
で
研
究
を
進
め
た
。
論
文
化
に
あ
た
っ
て
は
、
福

山
が
執
筆
を
担
当
し
た
。

（
2
）	M

. Barbanera, Storia dellʼarcheologia classica in Italia, 

Rom
a-Bari, 2015, pp. 52-53.

（
3
）	P. Fortini, ʻIl coinvolgim

ento dei “cultori della civiltà 

rom
ana” di tutta Europa nel program

m
a operativo di 

G
iacom

o B
oni,ʼ in P. Fortini (ed.), G

iacom
o B

oni e le 

istituzioni straniere: apporti alla form
azione delle 

discipline storico-archeologiche, Rom
a, 2008, pp. 9-19. 

（
4
）	S. C

onsolato, ʻG
iacom

o B
oni, lʼarcheologo-vate della 

Terza Rom
a,ʼ in G. D

e Turris (ed.) E
soterism

o e fascism
o: 

storia, interpretazioni, docum
enti, R

om
a, 2006, pp. 183-

96; P. S. Salvatori, ʻLiturgie Im
m

aginate: Giacom
o Boni e la 

Rom
anità fascista,ʼ Studi Storici 53 (2012), pp. 421-38.

（
5
）	Il Popolo dʼItalia 166, 14 luglio 1925, V

に
ボ
ー
ニ
の
墓
を

め
ぐ
る
ダ
ン
ヌ
ン
ツ
ィ
オ
と
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
往
復
電
報
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
や
り
と
り
はE. and D

. Susm
el (eds.), O

pera 

om
nia di Benito M

ussolini, Firenze, 1956, vol. 21, p. 487

に

再
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
るIl Popolo dʼItalia

の
頁
数
は
誤
り
で
あ
る
。

（
6
）	D

. Palom
bi, R

odolfo L
anciani: L̓

archeologia a R
om

a tra 

O
ttocento e N

ovecento, Rom
a, 2006, pp. 68-9.

（
7
）	

近
年
の
ボ
ー
ニ
研
究
と
し
て
は
、A

. C
apodiferro and P. 

Fortini (eds.), G
li scavi di G

iacom
o Boni al Foro R

om
ano: 

planim
etrie del Foro R

om
ano, G

allerie C
esaree, com

izio, 

N
iger lapis, pozzi repubblicani e m

edievali, Rom
a, 2003; 

E. Carnabuci, R
egia: nuovi dati archeologici dagli appunti 

inediti di G
iacom

o Boni, Rom
a, 2012; P. Fortini and M

. 

Taviani, In sacra via: G
iacom

o Boni al Foro R
om

ano: gli 

scavi nei docum
enti della Soprintendenza, M

ilano, 2014; 

M
. Pilutti N

am
er, ʻGiacom

o Boni (1859-1925): gli scritti del 

D
opoguerra e il rapporto con Eva Tea,ʼ A

nnali dellʼIstituto 



史
観
第
一
七
九
冊

九
六

Italiano per gli studi storici 29 (2016), pp. 245-78

な
ど
が

あ
り
、
イ
タ
リ
ア
を
中
心
に
ボ
ー
ニ
の
発
掘
報
告
書
を
元
に
し
た
研

究
成
果
の
再
検
討
と
ボ
ー
ニ
個
人
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
ん
で
い

る
。
ま
た
イ
タ
リ
ア
以
外
で
もA

. J. A
m

m
erm

an, ʻO
n Giacom

o 

Boni, the origins of the Forum
, and w

here w
e stand today,ʼ 

Journal of R
om

an A
rchaeology 29 (2016), pp. 293-312

が 

あ
る
。

（
8
）	

石
井
元
章
『
明
治
期
の
イ
タ
リ
ア
留
学
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一

七
年
。

（
9
）	

ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
研
究
所
附
属
文
書
館
に
は
、
テ
ア
が
『
伝
記
』

を
執
筆
し
た
後
に
寄
贈
し
た
ボ
ー
ニ
遺
贈
史
料
が
多
数
保
管
さ
れ
て

い
る
。
七
一
箱
あ
る
史
料
に
は
考
古
学
関
連
の
も
の
に
加
え
、
ボ
ー

ニ
宛
に
届
い
た
書
簡
や
ノ
ー
ト
な
ど
も
あ
る
。
こ
の
内
、
六
七
箱
に

日
本
関
連
の
史
料
が
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

（
10
）	E. Tea, G

iacom
o Boni: nella vita del suo tem

po, 2 Vols., 

M
ilano, 1932. 

以
下
、『
伝
記
』
と
略
す
。

（
11
）	T. Ciapparoni La Rocca, ʻGiacom

o Boni e il Giappone,ʼ 

in Fortini (ed.), G
iacom

o Boni e le Istituzioni straniere, 

Rom
a, 2008, pp. 79-84.

（
12
）	

石
井
『
明
治
期
の
イ
タ
リ
ア
留
学
』、
一
―
六
一
頁
。

（
13
）	Tea, G

iacom
o Boni, vol. 1, pp. 109-10.

（
14
）	E. Tea, ʻGiacom

o Boni,ʼ E
nciclopedia Italiana di scienze, 

lettere ed arti, R
om

a, 1930. http://w
w

w
.treccani.it/

enciclopedia/giacom
o-boni_%

28Enciclopedia-Italiana%
29/

（
二
〇
一
八
年
三
月
二
六
日
閲
覧
）

（
15
）	

石
井
『
明
治
期
の
イ
タ
リ
ア
留
学
』、
一
六
六
―
二
四
三
頁
。

（
16
）	

長
沼
は
一
八
八
一
年
か
ら
八
七
年
の
帰
国
ま
で
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
高

等
商
業
学
校
の
日
本
語
の
授
業
を
担
当
し
て
い
た
。『
伝
記
』
に
は

長
沼
と
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
時
期
的
に
ボ
ー
ニ
の
弟
は
長
沼
か

ら
日
本
語
を
学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
17
）	

萬
鉄
五
郎
記
念
美
術
館
所
蔵
（
資
料
番
号
二
六
―
二
三
）
翻
刻
に

際
し
て
は
藤
野
裕
子
氏
（
東
京
女
子
大
学
）
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
。
文
責
は
執
筆
者
に
あ
る
。

（
18
）	

青
木
茂
、
歌
田
眞
介
（
編
）『
松
岡
壽
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出

版
、
二
〇
〇
二
年
、
二
三
四
頁
。

（
19
）	

長
沼
守
敬
「
三
〇
年
前
の
ヴ
ェ
ニ
ス
留
学
」『
美
術
新
報
』
一
一

―
九
（
一
九
一
一
）（
千
葉
瑞
夫
『
長
沼
守
敬
と
そ
の
時
代
展
』
長
沼

守
敬
と
そ
の
時
代
展
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
六
年
、
一
三
九
頁
に
再

録
）、Tea, G

iacom
o Boni, vol. 1, p. 157.

（
20
）	

松
岡
壽
「
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
と
伊
太
利
亜
と
の
想
ひ
出
」
青
木
茂

（
編
）『
明
治
洋
画
史
料 

懐
想
編
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
五

年
、
三
一
五
―
六
頁
。
こ
れ
は
一
九
四
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
伊

文
化
研
究
』
第
六
号
か
ら
の
再
録
で
あ
る
。

（
21
）	Tea, ʻGiacom

o Boni,ʼ E
nciclopedia Italiana, 1930.

（
二
〇



考
古
学
者
ジ
ャ
コ
モ
・
ボ
ー
ニ
と
大
正
期
の
日
伊
交
流

九
七

一
八
年
三
月
二
六
日
閲
覧
）

（
22
）	Tea, G

iacom
o B

oni, vol. 1, pp. 519-22; Ciapparoni La 

Rocca, ʻGiacom
o Boni e il Giappone,ʼ 2008, pp. 79-82.

（
23
）	
後
藤
眞
太
郎
「
原
色
印
刷
第
一
號
：
原
色
版
の
父
・
田
中
松
太

郎
」『
芸
術
新
潮
』
昭
和
二
八
年
二
月
号
、
一
五
三
―
五
頁
、
藤
森

善
貢
『
本
を
つ
く
る
者
の
心
―
造
本
四
〇
年
』
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
八
六
年
、
一
八
九
―
九
二
頁
、
山
村
仁
志

「「
ウ
ィ
ー
ン
、
生
活
と
美
術
一
八
七
三
―
一
九
八
三
」
展
ノ
ー
ト
：

田
中
松
太
郎
に
つ
い
て
」『
府
中
市
美
術
館
研
究
紀
要
』
五
（
二
〇
〇

一
）、
二
八
―
三
九
頁
。

（
24
）	Istituto Lom

bardo, A
ccadem

ia di Scienze e Lettere, 

A
rchivio-B

oni Tea, cartella LV
II. “H

e w
ho introduced 

m
e to M

r. Boni w
as sculptor N

aganum
a, w

ho is an old 

friend of M
r. Boni and also of m

ine and lives now
 retired 

at Tateyam
a, Boslin, (Yapan). H

e then happened to have 

com
e to Rom

e. M
r. Boni w

as born in Venezia and w
as 

deeply versed in archaeology and classics in m
y hearing. 

W
hen I told him

, know
ing that he w

as a school fellow
 

w
ith late Prof. K

. Tatsuno, that the latter had com
pleted 

a plan of the Banck of Yapan and it is in construction, he 

opened his eyes w
ith w

onder. Probably he w
as envious of 

him
. M

r. Boni took not only care of m
y lodging, but also 

presented m
e to his friends-scholars, artists and other 

m
any gentlem

en. H
e also introduced m

e to M
r. Stadt a 

correspondent of “T
he T

im
es” resident in W

ien. I w
ent 

to the D
ante A

ssociation in com
pany w

ith him
. W

hen I 

once travelled, at m
y rem

oval to W
ien leaving Rom

e, an 

art itineration from
 O

siw
ait to Venezia, I w

as treated 

w
ith respect ow

ing to his letters of introduction to the 

Professors and the heads of the M
useum

s of Florence and 

Venezia.” 

手
紙
は
五
枚
に
渡
っ
て
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
引
用
は
そ

の
一
部
で
あ
る
。
手
紙
の
原
本
は
不
明
だ
が
、
テ
ア
が
タ
イ
プ
ラ
イ

タ
ー
で
書
き
起
こ
し
を
し
た
後
、
手
書
き
で
修
正
を
加
え
た
も
の
が

文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
田
中
は
手
紙
の
冒
頭
で
語
学
力
不
足

ゆ
え
に
ロ
ー
マ
を
離
れ
て
か
ら
ボ
ー
ニ
と
没
交
渉
で
あ
っ
た
と
も
述

べ
て
い
る
。
な
お
、
綴
り
間
違
い
は
原
文
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

（
25
）	

石
井
元
章
「
長
沼
守
敬
の
中
の
『
イ
タ
リ
ア
』」
千
葉
瑞
夫
『
長

沼
守
敬
と
そ
の
時
代
展
』
長
沼
守
敬
と
そ
の
時
代
展
実
行
委
員
会
、

二
〇
〇
六
年
、
一
二
―
四
頁
。

（
26
）	G

. B
oni, ʻSterquilinium

,ʼ N
uova A

ntologia 290 (1920), 

p. 354.
（
27
）	Istituto Lom

bardo, A
ccadem

ia di Scienze e Lettere, 

A
rchivio-Boni Tea, cartella LX

V
II.

（
28
）	

後
藤
眞
太
郎
「
原
色
印
刷
第
一
號
：
原
色
版
の
父
・
田
中
松
太



史
観
第
一
七
九
冊

九
八

郎
」『
芸
術
新
潮
』
昭
和
二
八
年
二
月
号
、
一
五
八
頁
。

（
29
）	

松
田
良
一
「
巌
谷
小
波
の
出
発
：『
世
界
お
伽
噺
』
と
木
曜
会
」

『
椙
山
国
文
学
』
九
（
一
九
八
五
年
）、
一
五
二
頁
。『
活
文
壇
』
の

裏
表
紙
に
「
海
外
通
信
」
の
羅
馬
通
信
員
と
し
て
田
中
松
太
郎
の
名

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
30
）	M

. Tanaka, ʻU
n trecentista giapponese,ʼ R

ivista dʼltalia 

3-2 (1900), pp. 646-63.

（
31
）	G. Boni, ʻStudi danteschi in A

m
erica,ʼ R

ivista dʼItalia 1-6 

(1898), pp. 296-316.

（
32
）	Istituto Lom

bardo, A
ccadem

ia di Scienze e Lettere, 

A
rchivio-Boni Tea, Cartella LX

V
II.

（
33
）	C

. S. Eby, ʻM
editations of a Recluse: A

 T
ranslation 

of Tsuredzure Gusa,ʼ T
he Chrysanthem

um
: a m

onthly 

m
agazine for Japan and the Far E

ast 3 (1883), pp. 87-90; 

119-22; 201

を
底
本
に
し
て
い
る
と
解
題
の
註
一
に
記
さ
れ
て
い

る
。『
伝
記
』
で
は
田
中
の
口
述
を
ボ
ー
ニ
が
書
き
取
っ
た
か
の
よ

う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
テ
ア
の
推
測
に
基
づ
く
も
の
だ

ろ
う
。Tea, G

iacom
o Boni, vol. 1, pp. 522-4.

（
34
）	

田
中
は
ボ
ー
ニ
の
訃
報
と
関
係
者
が
田
中
を
探
し
て
い
る
こ
と
を

瀧
本
キ
ミ
ヨ
か
ら
伝
え
聞
き
、
親
し
か
っ
た
フ
ロ
ー
ラ
・
サ
ン
ジ
ョ
ル

ジ
ョ
に
宛
て
て
引
用
し
た
手
紙
を
送
っ
た
。
手
紙
に
はK

. Takim
oto

と
の
み
書
か
れ
て
い
る
が
、
府
中
市
美
術
館
所
蔵
の
田
中
松
太
郎

『
名
簿
』
に
瀧
本
キ
ミ
ヨ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
府
中
市
美
術
館
図
書
：

九
八
二
八
一
九
、
九
八
二
八
二
三
。

（
35
）	

文
部
省
『
法
隆
寺
壁
畫
保
存
方
法
調
査
報
告
』
文
部
省
、
一
九
二

〇
年
、
三
一
―
二
頁
。

（
36
）	

史
学
会
「
海
外
史
壇
：「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
於
け
る
新
発
掘
」『
史

学
雑
誌
』
一
四
（
一
九
〇
三
）、
一
三
〇
七
―
八
頁
。

（
37
）	

史
学
会
「
海
外
史
壇
：
フ
ォ
ラ
ム
に
於
け
る
新
発
掘
」『
史
学
雑

誌
』
一
五
（
一
九
〇
四
）、
六
八
八
頁
、
同
「
海
外
史
壇
：
羅
馬
遺

跡
の
修
復
」『
史
学
雑
誌
』
一
七
（
一
九
〇
六
）、
一
三
〇
七
頁
。

（
38
）	

史
学
会
「
海
外
史
壇
：
ヘ
ル
ク
ラ
ネ
ウ
ム
発
掘
に
就
て
」『
史
学
雑

誌
』
一
六
（
一
九
〇
五
）、
三
一
三
―
四
頁
。

（
39
）	

村
川
堅
固
関
連
史
料
に
つ
い
て
は
、
村
川
夏
子
氏
に
ご
高
配
を
賜

り
、
大
学
の
修
了
証
や
旅
日
記
な
ど
の
史
料
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
村
川
堅
固
の
洋
行
に
つ
い
て

は
、
村
川
夏
子
氏
の
講
演
録
が
我
孫
子
市
教
育
委
員
会
よ
り
近
々
刊

行
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
詳
細
な
旅
の
記
録
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
な
お
村
川
堅
固
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
貞
夫

「
村
川
堅
固
先
生
―
我
国
西
洋
史
学
の
礎
―
」『
熊
本
県
の
近
代
文
化

に
貢
献
し
た
人
々
―
功
績
と
人
と
―
（
平
成
二
三
年
度
近
代
文
化
功

労
者
）』
熊
本
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
一
年
、
二
三
―
三
六
頁
に

詳
し
い
。
ま
た
、『
史
学
雑
誌
』
一
五
（
一
九
〇
三
）、
九
六
三
頁
に

は
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
ロ
ー
マ
の
城
壁
の
研
究
調
査



考
古
学
者
ジ
ャ
コ
モ
・
ボ
ー
ニ
と
大
正
期
の
日
伊
交
流

九
九

報
告
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
村
川
堅
固
が
留
学
中
に
見
聞
し
た
情
報
を

元
に
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
40
）	
ロ
ー
マ
滞
在
中
の
忙
し
さ
に
つ
い
て
は
一
九
〇
六
年
一
二
月
二
五

日
投
函
の
母
親
宛
の
手
紙
に
、
ロ
ー
マ
で
の
著
名
な
学
者
と
の
面
会

に
つ
い
て
は
一
九
〇
五
年
二
月
一
九
日
投
函
の
母
親
宛
の
手
紙
に
記

述
が
あ
る
。

（
41
）	

村
川
堅
固
「
古
代
ロ
ー
マ
の
火
の
崇
拝
」『
史
学
雑
誌
』
一
九
（
一

九
〇
八
）、
三
〇
―
四
〇
、
一
五
〇
―
六
一
頁
。
こ
の
講
演
原
稿
に

は
註
が
つ
い
て
い
な
い
が
、
貨
幣
の
図
像
を
用
い
る
な
ど
ボ
ー
ニ
の

論
文
の
情
報
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。G. Boni, ʻScavi nel Foro  

Rom
ano. A

edes Vestae,ʼ N
uova A

ntologia 172 (1900), 

pp. 425-44.

（
42
）	

濱
田
耕
作
「
伊
太
利
紀
行
（
二
）」『
歴
史
と
地
理
』
一
―
三 

（
一

九
一
七
）、
三
七
五
―
八
頁
。
な
お
、
ボ
ー
ニ
の
論
文
名
の
綴
り
間

違
い
は
原
文
に
基
づ
く
。

（
43
）	G. Boni, ʻIl «m
etodo» nelle esplorazioni archeologiche,ʼ 

Bollettino dʼA
rte 7 (1913), pp. 43-67; 

京
都
大
学
附
属
図
書
館
、

八
―
一
Ｂ
一
〇
三
。

（
44
）	

濱
田
耕
作
『
通
論
考
古
学
』
大
鐙
閣
、
一
九
二
二
年
、
一
四
四
―

五
頁
。

（
45
）	

濱
田
『
通
論
考
古
学
』
一
一
六
―
九
頁
、Ch. H

ülsen, T
he 

R
om

an Forum
, its history and its m

onum
ents, Rom

e-N
ew

 

York, 1909, pp. 149-150. 

こ
の
本
に
は
一
九
〇
〇
年
に
航
空
写
真

に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ボ
ー
ニ
の
調

査
に
よ
る
も
の
と
断
定
で
き
る
。

（
46
）	

濱
田
『
通
論
考
古
学
』
二
二
二
―
三
頁
。

（
47
）	

史
學
研
究
會
『
史
林
』
三
（
一
九
一
八
）、
七
五
―
八
五
、
二
六

二
―
七
一
、
四
三
八
―
四
六
、
六
四
九
―
六
〇
頁
、
四
（
一
九
一

九
）
五
七
―
六
五
、
二
八
九
―
九
八
、
四
五
八
―
六
七
、
六
五
一
―

八
頁
。

（
48
）	

濱
田
耕
作
「
写
真
術
と
考
古
学
」『
写
真
芸
術
』
二
―
三 （
一
九
二

二
）（
濱
田
耕
作
先
生
著
作
集
刊
行
委
員
会
（
編
）『
西
方
古
典
文
化

と
そ
の
遺
跡
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
三
年
、
二
六
一
―
三
頁
に
再

録
）。

（
49
）	

角
田
文
衞
「
解
説
―
後
記
を
兼
ね
て
―
」『
西
方
古
典
文
化
と
そ
の

遺
跡
』、
四
一
六
頁
。

（
50
）	

二
荒
芳
徳
、
澤
田
節
蔵
『
皇
太
子
殿
下
御
外
遊
記
』
大
阪
毎
日
新

聞
社
、
一
九
二
四
年
、
三
四
五
―
六
頁
。
ボ
ー
ニ
が
新
聞
に
寄
稿
し

た
文
章
は
一
九
二
一
年
七
月
一
四
日
に
『
ト
リ
ブ
ー
ナ
』
紙
に
掲
載

さ
れ
た
記
事
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
日
本
語
訳
が
同
書
に

収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
51
）	
坂
口
昂
『
歴
史
家
の
旅
か
ら
』
内
外
出
版
、
一
九
二
三
年
、
三
九

七
頁
。
引
用
の
角
括
弧
は
執
筆
者
に
よ
る
。

（
52
）	

大
類
伸
「
ツ
ス
コ
ロ
の
落
栗
」『
芸
文
』
一
九
―
五
（
一
九
二
八
）、



史
観
第
一
七
九
冊

一
〇
〇

一
二
頁
。

（
53
）	

外
務
省
外
交
史
料
館
戦
前
期
外
務
省
記
録
六
門
人
事
一
類
官
制
及

官
職
五
項
任
免
、
賞
罰
、
恩
給
其
他
各
国
駐
在
帝
国
大
使
館
附
武
官

任
免
雑
件
（
公
使
館
）
／
伊
国
之
部
、
山
縣
武
夫
「
古
代
ロ
ー
マ
の

遺
跡
を
訪
ね
て
」『
日
伊
文
化
研
究
』
九
（
一
九
四
二
）、
四
一
頁
。

（
54
）	Tea, G

iacom
o Boni, vol. 2, pp. 512-3.

（
55
）	

青
木
庄
蔵
『
世
界
を
め
ぐ
り
て
』
青
木
匡
済
財
団
、
一
九
二
四

年
、
三
三
四
―
四
七
頁
。

（
56
）	M

. Pilutti N
am

er, ʻSafeguarding Venice. Giacom
o Boni 

and John Ruskin,ʼ Change O
ver T

im
e 6-1 (2016), pp. 24-37; 

Tea, G
iacom

o Boni, vol. 1, pp. 202-3.

（
57
）	Istituto Lom

bardo, A
ccadem

ia di Scienze e Lettere, 

A
rchivio-Boni Tea, cartella LX

V
II.

（
58
）	Boni, ʻSterquilinium

,ʼ pp. 353-7; Idem
., ʻIl nem

ico,ʼ N
uova 

A
ntologia 295 (1921), pp. 239-63; Idem

., ʻIl principe H
irohito 

e la flora palatina,ʼ N
uova A

ntologia 298 (1921), pp. 187-8.

（
59
）	Boni, ʻIl principe H

irohito e la flora palatina,ʼ pp. 187-8.

（
60
）	

宮
内
庁
『
昭
和
天
皇
実
録 

第
三
巻
』
東
京
書
籍
、
二
〇
一
五
年
、

三
九
四
―
五
頁
。


